
日
本
に
お
け
る
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
ガ
ー
受
容　

―
芥
川
龍
之
介
・
谷
崎
潤
一
郎
作
品
を
中
心
に
―
（
西
野
）

二
一

早
稲
田
大
学　

教
育
・
総
合
科
学
学
術
院　

学
術
研
究
（
人
文
科
学
・
社
会
科
学
編
）
第
六
十
号　

二
〇
一
二
年
二
月

日
本
に
お
け
る
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
ガ
ー
受
容

―
芥
川
龍
之
介
・
谷
崎
潤
一
郎
作
品
を
中
心
に
―

西
　
野
　
厚
　
志

一
、
オ
ッ
ト
ー
・
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
ガ
ー
に
つ
い
て

そ
の
と
き
、
詩
人
は
「
や
ら
れ
た
！
」
と
呻
い
た
と
い
う
。

詩
集
『
感
傷
の
春
』（
一
九
一
八
）
や
ハ
イ
ネ
の
翻
訳
で
知
ら
れ
る
生
田
春
月
は
、

石
川
三
四
郎
ら
と
の
親
交
の
中
で
無
政
府
主
義
的
傾
向
を
露
わ
に
し
つ
つ
も
次
第

に
虚
無
主
義
に
と
ら
わ
れ
て
い
っ
た
が
、
芥
川
龍
之
介
自
裁
の
報
に
接
し
た
際
、

そ
う
洩
し
た
面
持
ち
に
は
沈
思
感
慨
深
き
も
の
が
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る

（『
生
田
春
月
全
集
』
年
譜
）。

一
九
二
九
年
七
月
二
日
の
日
付
を
持
つ
「
海
と
の
結
婚
」
に
は
、次
の
よ
う
に
あ
る
。

詩
人
は
さ
ま
ざ
ま
の
死
を
考
え
て
ゐ
た
。
彼
は
死
ぬ
事
も
詩
を
書
く
事
と
心

得
て
ゐ
る
の
だ
。
し
て
、
彼
が
最
も
好
き
な
の
は
、
シ
エ
リ
イ
の
死
で
あ
つ

た
。
ク
ラ
イ
ス
ト
や
ワ
イ
ニ
ン
ゲ
ル
の
死
の
た
め
に
は
必
要
な
武
器
が
欠
け

て
ゐ
た
し
、
ネ
ル
ヷ
ル
や
有
島
武
郎
の
死
は
、
ま
づ
避
け
た
か
つ
た
し
、
芥

川
龍
之
介
の
死
も
、
か
な
り
面
倒
な
手
続
き
が
要
つ
た
…
…
す
る
と
、
彼
女

は
水
を
え
ら
ば
う
と
云
つ
た
。
そ
れ
が
偶
然
彼
と
一
致
し
た
。

こ
の
文
章
が
綴
ら
れ
て
一
年
も
経
た
な
い
一
九
三
〇
年
五
月
一
九
日
、
詩
人
は

遂
に
瀬
戸
内
海
へ
と
身
を
投
じ
て
、
三
八
歳
の
一
生
に
自
ら
終
止
符
を
打
つ
。
芥

川
に
先
を
越
さ
れ
た
彼
は
、
自
死
を
遂
げ
た
者
た
ち
の
列
の
中
に
、
そ
の
名
「
ワ

イ
ニ
ン
ゲ
ル
」
を
置
い
た
の
で
あ
っ
た
。
お
そ
ら
く
、
そ
の
後
に
自
身
の
名
が
連

な
る
こ
と
を
予
感
し
な
が
ら
。

不
穏
な
名
「O

tto W
eininger

（
オ
ッ
ト
オ
・
ワ
イ
ニ
ン
ゲ
ル
／
オ
ッ
ト
ー
・

ヴ
ァ
イ
ニ
ン
ガ
ー
）」、
こ
れ
は
、
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
終
焉
の
部
屋
で
、
一
発
の
銃
声

と
と
も
に
二
三
年
の
生
涯
を
自
ら
閉
じ
た
特
異
な
思
想
家
の
も
の
で
あ
る
（
春
月



二
二

日
本
に
お
け
る
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
ガ
ー
受
容　

―
芥
川
龍
之
介
・
谷
崎
潤
一
郎
作
品
を
中
心
に
―
（
西
野
）

の
「
ワ
イ
ニ
ン
ゲ
ル
の
死
の
た
め
に
は
必
要
な
武
器
が
欠
け
て
ゐ
た
」
と
は
こ
れ

を
指
し
て
言
う
）。
一
八
八
〇
年
、
彼
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
系
ユ
ダ
ヤ
人
と
し
て
ウ
ィ
ー

ン
に
生
ま
れ
る
。
幼
少
期
よ
り
複
数
の
言
語
に
習
熟
し
つ
つ
多
分
野
の
学
識
を
得

て
ウ
ィ
ー
ン
大
学
に
進
学
後
、
学
位
論
文
を
提
出
と
同
時
に
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
へ

改
宗
、
一
九
〇
三
年
に
一
冊
の
書
物
を
世
に
問
う
も
、
直
後
、
唐
突
に
自
ら
命
を

絶
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

生
前
刊
行
さ
れ
た
唯
一
に
し
て
そ
の
主
著
『G

eschlecht und C
harakter

（
性

と
性
格
）』
は
、
プ
ラ
ト
ン
及
び
カ
ン
ト
の
思
想
を
基
盤
に
、
極
端
ま
で
推
し
進

め
た
二
元
論
を
特
徴
と
し
て
い
る
。〈
理
念
／
現
象
〉、〈
叡
智
界
／
感
性
界
〉
と

い
っ
た
二
項
対
立
に
よ
り
世
界
は
把
握
さ
れ
、
そ
れ
が
形
而
上
学
的
に
は
〈
精
神

／
物
質
〉、
倫
理
学
的
に
は
〈
善
／
悪
〉、
宗
教
的
に
は
〈
キ
リ
ス
ト
教
／
ユ
ダ
ヤ

教
〉
の
対
立
と
し
て
様
々
に
変
奏
さ
れ
る
。
世
界
と
は
、
両
者
に
よ
る
呵
責
の
な

い
闘
争
の
場
な
の
だ
。

対
立
は
人
間
生
活
に
お
い
て
〈
男
性
／
女
性
〉
と
い
う
二
極
へ
の
分
裂
と
し
て

現
れ
る
。
そ
の
う
ち
、
女
性
は
〈
母
婦
型
〉（
生
殖
）
と
〈
娼
婦
型
〉（
性
欲
）
と

い
う
二
つ
の
典
型
と
し
て
の
み
認
め
ら
れ
、
価
値
的
に
は
〈
無
〉
だ
と
宣
告
さ
れ

る
の
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
こ
の
極
端
な
反
ユ
ダ
ヤ
・
女
性
蔑
視
の
思
想
が
そ
れ
で

も
興
味
深
い
の
は
、
二
項
間
の
対
立
は
飽
く
ま
で
抽
象
的
な
理
念
と
し
て
の
典
型

に
当
て
は
ま
る
だ
け
で
、
現
実
に
は
純
粋
な
男
（
Ｍ
）
や
女
（
Ｗ
）
は
存
在
し
な

い
と
す
る
点
だ
。
全
て
の
人
間
は
両
性
の
性
質
を
併
せ
持
つ
（
Ｍ
＋
Ｗ
）。
男
女

の
違
い
と
は
そ
の
比
率
の
程
度
に
過
ぎ
な
い
。
つ
ま
り
、
性
的
差
異
が
相
対
的
な

差
異
に
縮
減
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い
や
、
だ
か
ら
こ

そ
、
男
性
は
自
身
の
持
つ
女
性
的
な
属
性
の
一
切
を
排
除
し
て
純
潔
を
守
る
こ
と

で
、自
己
の
神
性
を
〈
天
才
〉
に
ま
で
高
め
る
こ
と
が
出
来
る
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、

現
代
は
徐
々
に
女
性
化
＝
ユ
ダ
ヤ
化
の
傾
向
に
あ
る
と
い
う
の
が
著
者
の
診
断
だ
。

同
書
は
著
者
の
死
と
と
も
に
注
目
を
浴
び
る
こ
と
と
な
る
。
フ
ロ
イ
ト
を
ヒ
ス

テ
リ
ー
研
究
か
ら
無
意
識
の
発
見
へ
と
導
い
た
よ
う
な
、
そ
し
て
、
ク
リ
ム
ト
が

視
覚
的
表
現
を
与
え
た
よ
う
な
、
世
紀
末
ウ
ィ
ー
ン
の
雰
囲
気
を
濃
密
に
反
映
し

た
そ
の
思
想
は
後
に
、
か
の
ヴ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
を
も
魅
了
す
る
一
方
で
、

反
ユ
ダ
ヤ
的
色
彩
ゆ
え
に
ナ
チ
ス
に
も
利
用
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
、
そ
の
名
は
呪

わ
れ
た
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
（
レ
イ
・
モ
ン
ク
著
／
岡
田
雅
勝
訳
『
ウ
ィ
ト

ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン 

天
才
の
責
務
』
み
す
ず
書
房
、
一
九
九
四
）。
し
か
し
、
高
ま

る
反
響
は
独
語
圏
に
と
ど
ま
ら
ず
、
欧
米
諸
国
や
そ
の
植
民
地
の
言
語
へ
と
翻
訳

さ
れ
て
い
く
。
そ
し
て
、
後
に
詳
し
く
見
る
よ
う
に
、
そ
の
波
は
出
版
か
ら
時
を

置
か
ず
し
て
す
ぐ
さ
ま
日
本
に
も
及
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。

芥
川
龍
之
介
も
、
死
の
間
際
、
こ
の
不
吉
な
名
に
言
及
し
て
い
る
。

問　

君
の
交
友
の
多
少
は
如
何
？

答　

�

予
の
交
友
は
古
今
東
西
に
亘
り
、
三
百
人
を
下
ら
ざ
る
べ
し
。
そ
の
著

名
な
る
も
の
を
挙
ぐ
れ
ば
、
ク
ラ
イ
ス
ト
、
マ
イ
レ
ン
デ
ル
、
ワ
イ
ニ

ン
ゲ
ル
、
…
…

問　

君
の
交
友
は
自
殺
者
の
み
な
り
や
？

答　

�

必
ず
し
も
し
か
り
と
せ
ず
。
自
殺
を
弁
護
せ
る
モ
ン
テ
ェ
ニ
ュ
の
ご
と

き
は
予
が
畏
友
の
一
人
な
り
。
た
だ
予
は
自
殺
せ
ざ
り
し
厭
世
主
義
者
、



日
本
に
お
け
る
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
ガ
ー
受
容　

―
芥
川
龍
之
介
・
谷
崎
潤
一
郎
作
品
を
中
心
に
―
（
西
野
）

二
三

―
―
シ
ョ
オ
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
の
輩
と
は
交
際
せ
ず
。

（「
河
童
」『
改
造
』
一
九
二
七
・
三
）

「
ク
ラ
イ
ス
ト
、
マ
イ
レ
ン
デ
ル
、
ワ
イ
ニ
ン
ゲ
ル
、
…
…
」、
こ
れ
を
発
表
し

て
半
年
足
ら
ず
で
、
芥
川
は
自
ら
命
を
絶
っ
て
、
自
身
も
こ
の
列
に
並
ぶ
こ
と
と

な
っ
た
。「
そ
し
て
芥
川
君
の
亡
く
な
つ
た
七
月
二
四
日
と
云
ふ
日
は
、
ま
た
私

の
誕
生
日
な
の
で
あ
る
」（「
芥
川
君
と
私
」『
改
造
』
一
九
二
七
・
九
）。
奇
し
く

も
始
ま
り
と
終
わ
り
の
日
付
を
芥
川
と
分
有
す
る
谷
崎
潤
一
郎
も
、
ほ
ぼ
同
時
期
、

同
じ
『
改
造
』
誌
上
で
そ
の
名
に
触
れ
て
い
た
。

彼
は
又
「
実
体
」
の
哲
学
を
持
ち
出
し
て
、
プ
ラ
ト
ン
だ
の
ワ
イ
ニ
ン
ゲ
ル

だ
の
と
む
づ
か
し
い
名
前
を
並
べ
始
め
た
が
、
私
は
そ
ん
な
く
だ
く
だ
し
い

理
屈
を
覚
え
て
も
ゐ
な
い
し
、
一
々
書
き
留
め
る
根
気
も
な
い
。

（「
青
塚
氏
の
話
」『
改
造
』
一
九
二
六
・
八
〜
一
二
）

こ
の
あ
と
谷
崎
は
小
説
の
筋
を
巡
っ
て
芥
川
と
論
争
を
演
じ
る
こ
と
に
な
る

が
、
そ
れ
と
前
後
し
て
二
人
の
あ
い
だ
に
は
、「
ワ
イ
ニ
ン
ゲ
ル
」
と
い
う
名
を

介
し
た
さ
さ
や
か
な
や
り
と
り
が
あ
っ
た
と
で
も
言
え
る
だ
ろ
う
か
。
だ
が
、
両

者
は
同
じ
著
作
を
読
み
な
が
ら
も
全
く
正
反
対
の
読
解
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。

ヴ
ァ
イ
ニ
ン
ガ
ー
と
日
本
文
学
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
と
し
て

は
石
割
透
に
よ
る
芥
川
作
品
読
解
を
中
心
に
し
た
指
摘
が
あ
り
、
慈
愛
に
満
ち

た
無
垢
な
存
在
と
し
て
の
み
見
る
女
性
観
と
、
そ
の
表
裏
に
あ
る
倫
理
性
の
欠

如
し
た
性
的
な
存
在
と
し
て
の
み
見
る
ペ
シ
ミ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
そ
れ
と
の
緊
張

に
影
響
関
係
が
看
取
さ
れ
て
い
る
（『〈
芥
川
〉
と
呼
ば
れ
た
芸
術
家
』
有
精
堂
、

一
九
九
二
）。
そ
れ
を
受
け
た
篠
崎
美
生
子
は
、
女
性
と
い
う
政
治
的
に
代
表
し

得
な
い
他
者
を
美
学
的
な
表
象
に
昇
華
す
る
芥
川
の
態
度
、
す
な
わ
ち
ミ
ソ
ジ

ニ
ー
（
女
性
嫌
悪
）
を
剔
抉
し
て
、
そ
れ
が
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
ガ
ー
の
思
想
と
同
時
代
、

さ
ら
に
は
「
実
の
「
母
」
に
温
か
く
は
ぐ
く
ま
れ
る
経
験
を
持
た
な
い
ま
ま
、「
娼

婦
」
的
な
女
に
脅
か
さ
れ
た
「
芥
川
」
像
に
感
情
移
入
し
つ
つ
語
る
」
芥
川
研
究

の
言
説
に
通
底
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
（「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
―
「
芥
川
」
と
「
芥
川

研
究
」
を
問
い
直
す
鍵
」『
解
釈
と
鑑
賞
』
別
冊
「
芥
川
龍
之
介 

そ
の
知
的
空
間
」

二
〇
〇
四
・
一
）。
同
様
に
、
生
方
智
子
も
夏
目
漱
石
や
森
鴎
外
の
作
品
分
析
か
ら
、

新
た
な
表
現
獲
得
へ
と
向
か
う
〈
青
年
〉
た
ち
の
欲
望
を
析
出
、
既
成
秩
序
を
転

覆
す
る
潜
勢
力
を
そ
こ
に
認
め
な
が
ら
も
女
性
を
言
語
以
前
の
未
分
化
な
領
域
に

閉
じ
込
め
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
規
制
を
、
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
ガ
ー
に
典
型
的
な
時
代
の
枠
組

み
だ
と
し
て
い
る
（「
表
象
す
る
青
年
た
ち
―
『
三
四
郎
』『
青
年
』
―
」『
日
本

近
代
文
学
』
第
七
一
号
、
二
〇
〇
四
・
一
〇
）。

し
か
し
、
お
お
む
ね
批
判
的
な
文
脈
で
触
れ
ら
れ
て
き
た
そ
の
名
も
、
谷
崎
作

品
と
の
関
わ
り
で
は
様
相
を
異
に
す
る
。
千
葉
俊
二
が
異
性
装
を
好
む
登
場
人
物

や
生
物
学
的
な
性
差
を
撹
乱
さ
せ
る
発
想
を
論
じ
て
、
性
的
な
境
界
に
揺
ら
ぎ
を

持
ち
こ
ま
せ
た
者
こ
そ
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
ガ
ー
だ
と
す
る
よ
う
に
、
留
保
付
き
な
が
ら

も
肯
定
的
に
論
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
（「
解
説 

転
換
す
る
性
」『
潤
一
郎
ラ
ビ
リ

ン
ス
一
四
』
中
公
文
庫
、一
九
九
九
）。
同
様
に
最
近
で
は
、鈴
木
登
美
が
社
会
的
・

文
化
的
に
画
定
さ
れ
た
性
的
同
一
性
に
対
す
る
疑
念
の
源
泉
と
し
て
ロ
ン
ブ
ロ
ー



二
四

日
本
に
お
け
る
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
ガ
ー
受
容　

―
芥
川
龍
之
介
・
谷
崎
潤
一
郎
作
品
を
中
心
に
―
（
西
野
）

ゾ
や
ク
ラ
フ
ト
＝
エ
ビ
ン
グ
と
と
も
に
そ
の
名
を
挙
げ
て
い
る
（「
ジ
ェ
ン
ダ
ー

越
境
の
魅
惑
と
マ
ゾ
ヒ
ズ
ム
美
学
」『
谷
崎
潤
一
郎　

境
界
を
越
え
て
』笠
間
書
院
、

二
〇
〇
九
）。

以
上
の
両
極
端
な
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
ガ
ー
評
が
相
互
に
参
照
さ
れ
た
形
跡
は
な
い
。

要
因
は
、
日
本
に
お
け
る
そ
の
受
容
が
詳
細
に
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た

こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、『
性
と
性
格
』
と
い
う
一

冊
の
書
物
が
ど
の
よ
う
に
読
ま
れ
、
他
の
書
物
と
ど
の
よ
う
な
関
係
を
取
り
結
ん

だ
の
か
と
い
う
見
取
り
図
を
素
描
す
る
。
そ
し
て
二
極
化
し
て
い
る
ヴ
ァ
イ
ニ
ン

ガ
ー
評
価
を
、
先
行
研
究
同
様
、
そ
れ
ぞ
れ
芥
川
と
谷
崎
に
代
表
さ
せ
な
が
ら
も

時
代
に
開
い
て
い
く
こ
と
で
、
一
見
し
て
作
家
の
特
性
と
思
わ
れ
る
傾
向
が
実
は

広
く
共
有
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
、
と
り
わ
け
谷
崎
の
テ

ク
ス
ト
を
分
析
す
る
た
め
の
予
備
的
考
察
と
し
た
い
。

二
、
日
本
に
お
け
る
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
ガ
ー
受
容

著
者
の
末
路
ゆ
え
、
あ
る
い
は
、
そ
の
著
作
の
内
容
ゆ
え
に
だ
ろ
う
か
。
不
安

定
な
自
己
形
成
期
、
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
ガ
ー
に
魅
せ
ら
れ
た
者
は
多
い
。「
今
、
オ
ッ

ト
オ
・
ワ
イ
ニ
ン
ゲ
ル
の
「
性
と
性
格
」
を
読
ん
で
ゐ
ま
す
。
大
へ
ん
面
白
い

も
の
で
す
」
と
手
紙
を
綴
る
の
は
一
六
才
の
三
島
由
紀
夫
で
あ
る
（
東
文
彦
宛
、

一
九
四
一
・
一
二
・
二
九
）。
ま
た
、
本
田
秋
五
は
、
埴
谷
雄
高
の
思
想
遍
歴
に
つ

い
て
「
彼
の
中
学
時
代
の
生
活
を
た
ど
つ
て
み
る
と
、
ほ
ぼ
私
の
高
等
学
校
時
代

の
生
活
に
対
応
す
る
」
と
言
い
、
自
分
が
「
ゴ
ン
チ
ャ
ロ
フ
の
代
り
に
ト
ル
ス
ト

イ
を
、
ロ
ン
ブ
オ
ー
ゾ
オ
で
な
く
て
ワ
イ
ニ
ン
ゲ
ル
を
読
ん
だ
の
も
高
校
時
代
で

あ
っ
た
」
と
述
べ
る
（『
戦
後
文
学
の
作
家
と
作
品
』
冬
樹
社
、
一
九
七
一
）。

芥
川
も
ま
た
、「
大
道
寺
信
輔
の
半
生
」（『
中
央
公
論
』
一
九
二
五
・
一
）
の
未

定
稿
「
厭
世
主
義
」
で
、
学
生
時
代
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。

彼
も
亦
あ
ら
ゆ
る
青
年
の
や
う
に
い
つ
か
哲
学
に
溺
愛
し
て
ゐ
た
。
殊
に

二
三
の
哲
学
者
は
彼
に
は
神
々
も
同
じ
こ
と
だ
つ
た
。（
…
）
又
或
る
友
人

の
蔵
書
を
借
り
た
ワ
イ
ニ
ン
ゲ
ル
を
写
す
為
に
学
校
を
休
ん
だ
こ
と
を
覚
え

て
ゐ
る
。
け
れ
ど
も
そ
れ
は
求
道
心
の
外
に
も
感
傷
主
義
や
衒
学
癖
や
独
逸

語
に
対
す
る
尊
敬
（
！
）
を
交
へ
た
或
精
神
的
流
行
病
だ
つ
た
。

一
方
、
谷
崎
は
と
い
え
ば
、
遅
く
と
も
二
〇
代
半
ば
頃
ま
で
に
は
「「
男
女
と

天
才
」
を
読
ん
で
、
ワ
イ
ニ
ン
ゲ
ル
の
所
説
を
聴
い
て
」
い
た
よ
う
だ
（「
捨
て

ら
れ
る
迄
」『
中
央
公
論
』
一
九
一
四
・
一
）。
情
報
源
は
後
に
「
天
才
論　

ワ
イ

ニ
ン
ゲ
ル
の
天
才
論
」（『
科
学
ペ
ン
』
一
九
三
八
・
九
）
を
書
く
な
ど
、
終
生
そ

の
思
想
に
関
心
を
よ
せ
て
い
た
と
思
し
き
杉
田
直
樹
で
あ
ろ
う
。
二
人
は
一
高
時

代
と
も
に
「
校
友
会
雑
誌
」
文
芸
部
委
員
を
務
め
、
ま
た
、
第
二
次
『
新
思
潮
』

第
二
号
（
一
九
一
〇
・
一
〇
）
に
は
、
谷
崎
の
戯
曲
「
象
」
と
と
も
に
、
杉
田
に

よ
る
「
生
理
学
上
よ
り
見
た
る
オ
ツ
ト
ウ
・
ワ
イ
ニ
ン
ゲ
ル
」
が
並
ん
で
い
る
。

そ
の
交
友
の
な
か
で
谷
崎
は
、
具
体
的
な
内
容
を
早
く
か
ら
聞
き
及
ん
で
い
た
も

の
と
推
測
さ
れ
る
（
千
葉
「
解
説 

転
換
す
る
性
」
前
出
）。

そ
の
思
想
に
魅
せ
ら
れ
た
一
人
で
あ
っ
た
宇
野
浩
二
は
、
自
伝
的
作
品
「
青
春



日
本
に
お
け
る
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
ガ
ー
受
容　

―
芥
川
龍
之
介
・
谷
崎
潤
一
郎
作
品
を
中
心
に
―
（
西
野
）

二
五

期
」（『
新
生
』
一
九
四
六
・
二
～
七
）
で
青
年
期
を
振
り
返
っ
て
、「
も
つ
と
も
熱

心
に
読
ん
だ
の
は
、
オ
ツ
ト
オ
・
ワ
イ
ニ
ン
ゲ
ル
の
『
性
と
性
格
』
の
英
訳
本
」

だ
っ
た
と
回
想
す
る
。
よ
ほ
ど
強
い
感
銘
を
受
け
た
と
見
え
、
一
九
一
五
年
ご
ろ

静
岡
県
は
三
保
の
松
原
に
広
津
和
郎
と
遊
ん
だ
折
、「
ワ
イ
ニ
ン
ゲ
ル
を
読
む
こ

と
を
勧
め
」、
英
訳
本
を
貸
し
与
え
た
と
い
う
（
広
津
「
年
月
の
あ
し
お
と
」『
群

像
』
一
九
六
一
・
一
～
六
三
・
四
）。
宇
野
は
、
英
訳
本
以
前
に
ま
ず
「
こ
の
本
に

興
味
を
ひ
か
れ
た
の
は
、
中
学
の
三
年
生
ご
ろ
で
あ
る
か
ら
、
十
五
六
歳
の
じ
ぶ

ん
」（
宇
野
は
一
八
九
一
年
生
ま
れ
）
だ
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
懐
し
て
い
る
。

『
男
女
と
天
才
』
と
い
ふ
題
の
本
で
、
表
紙
と
背
の
上
に
、G
E

S
C

H
L

E
C

H
T

 

U
N

D
 G

E
N

IE

と
書
い
て
あ
る
。（
…
）
こ
の
本
は
、
片
山
正
雄
（
孤
村
）

の
著
で
、（
…
）
ワ
イ
ニ
ン
ゲ
ル
の
『
性
と
性
格
』
の
梗
概
で
は
あ
る
が
、「
至

れ
り
盡
せ
り
」
の
梗
概
で
あ
る
。

ヴ
ァ
イ
ニ
ン
ガ
ー
の
思
想
を
初
め
て
本
格
的
に
日
本
へ
紹
介
し
た
の
が
、
こ
の

片
山
正
雄
訳
に
よ
る
『
男
女
と
天
才
』（
大
日
本
図
書
、
一
九
〇
六
）
で
あ
る
。

片
山
自
身
「
一
年
有
半
前
、
偶
然
の
事
よ
り
し
て
、
オ
ツ
ト
ー
・
ワ
イ
ニ
ン
ゲ
ル

の
「
性
及
び
性
格
」
を
手
に
す
る
こ
と
を
得
、
一
読
し
て
其
奇
抜
の
議
論
に
驚
」

き
、「
唯
物
的
一
元
論
者
は
変
じ
て
、
二
元
論
者
と
な
」
っ
た
の
だ
と
い
う
（「
霊

魂
と
国
家
」『
帝
国
文
学
』
一
九
〇
六
・
一
）。
そ
の
片
山
に
よ
っ
て
『
男
女
と
天
才
』

と
改
め
て
題
さ
れ
た
同
書
は
、
谷
本
梨
庵
の
「
序
言
」、
登
張
竹
風
の
「
は
し
が

き
」、
東
郷
青
楓
「
序
」、
片
山
自
身
に
よ
る
「
自
序
」
と
原
著
者
の
生
涯
と
そ
の

思
想
を
素
描
し
た
「
オ
ッ
ト
ー
・
ワ
イ
ニ
ン
ゲ
ル
の
伝
記
及
び
学
説
に
就
て
」
を

付
し
た
抄
訳
で
あ
っ
た
。
著
者
の
注
記
に
よ
る
と
こ
の
他
に
も
河
上
肇
と
阿
部
秀

助
に
も
序
文
執
筆
の
約
束
を
取
り
付
け
て
い
た
よ
う
だ
。
後
に『
男
女
と
性
格
』（
人

文
会
、
一
九
二
五
）
と
改
題
の
う
え
再
刊
さ
れ
た
際
の
訳
者
「
は
し
が
き
」
に
よ

る
と
、
最
初
の
「
訳
書
は
一
年
な
ら
ず
し
て
版
を
重
ぬ
る
こ
と
七
回
に
及
び
、
当

時
の
思
想
界
及
文
壇
に
多
少
の
印
象
を
与
へ
」
た
の
だ
と
い
う
。

同
書
に
対
し
て
は
、
刊
行
前
に
稿
本
の
段
階
で
目
を
通
し
た
登
張
竹
風
が
「
女

は
性
欲
の
塊
物
な
れ
ば
、
性
欲
を
断
離
せ
ざ
る
女
は
、
男
と
均
し
か
る
べ
き
望

は
な
し
」
と
そ
の
思
想
の
内
実
に
触
れ
な
が
ら
紹
介
し
た
の
を
は
じ
め
（「
片
山

孤
村
が
「
男
女
と
天
才
」
に
題
す
」『
読
売
新
聞
』
一
九
〇
五
・
一
二
・
二
四
、
後

に
同
書
の
「
は
し
が
き
」
と
し
て
収
録
）、「
友
人
が
片
山
孤
村
氏
訳
オ
ツ
ト
ー
、

ワ
イ
ニ
ン
ゲ
ル
の
「
男
女
と
天
才
」
を
送
つ
て
呉
れ
た
の
で
、
何
心
な
く
開
い

て
読
ん
で
見
た
」
と
い
う
森
田
草
平
が
「
近
頃
自
分
は
斯
く
迄
自
己
を
空
し
う

し
て
他
人
の
書
い
た
物
に
傾
倒
し
得
た
た
め
し
が
な
い
」
と
激
賞
、「
自
分
の
書

か
う
と
思
つ
た
や
う
な
事
が
皆
書
い
て
あ
る
」
と
自
身
計
画
し
て
い
た
「
女
性

論
」
を
放
棄
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
経
緯
を
記
し
た
（「
個
人
的
興
味
」『
読

売
新
聞
』
一
九
一
二
・
二
・
一
八
）。
ま
た
、
黒
岩
涙
香
が
「
独
逸
の
学
者
オ
ツ

ト
、
ワ
イ
ニ
ン
ゲ
ル
の
説
を
紹
介
し
つ
ゝ
著
者
自
ら
の
婦
人
貞
操
観
を
述
べ
」、

そ
の
「
根
本
思
想
は
『
貞
女
は
一
夫
に
だ
も
見
え
ず
』
と
云
ふ
単
元
」
だ
と
い

う
認
識
か
ら
「
日
本
に
誰
か
生
涯
を
独
身
で
暮
し
た
婦
人
は
有
る
ま
い
か
と
詮

索
し
終
に
此
小
野
小
町
論
を
草
す
る
に
立
ち
至
つ
た
」
と
い
う
『
小
野
小
町
論
』

（
朝
報
社
、
一
九
一
三
）
に
先
立
ち
、「
婦
人
覚
醒
の
第
一
歩
」（『
淑
女
か
ゝ
み
』



二
六

日
本
に
お
け
る
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
ガ
ー
受
容　

―
芥
川
龍
之
介
・
谷
崎
潤
一
郎
作
品
を
中
心
に
―
（
西
野
）

一
九
一
二
・
四
～
八
）
で
「『
男
女
と
天
才
』
と
題
す
る
其
の
貞
操
論
」
と
し
て
言

及
す
る
な
ど
、
や
は
り
片
山
訳
が
参
照
さ
れ
て
お
り
、
一
定
程
度
の
反
響
の
あ
っ

た
こ
と
が
う
か
が
え
る
（
先
に
引
い
た
「
捨
て
ら
れ
る
迄
」
の
「「
男
女
と
天
才
」

を
読
ん
で
」
と
い
う
一
節
か
ら
、谷
崎
も
片
山
訳
を
読
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
）。

当
時
の
文
学
作
品
・
思
想
書
の
う
ち
、
現
在
で
も
著
名
な
書
物
か
ら
ヴ
ァ
イ
ニ

ン
ガ
ー
に
つ
い
て
触
れ
た
部
分
を
挙
げ
よ
う
。

「（
…
）
君
、
オ
オ
ト
リ
シ
ア
ン
で
、
ま
だ
若
い
の
に
自
殺
し
た
学
者
が
あ
つ

た
ね
。O

tto W
eininger

と
い
ふ
の
だ
。
僕
な
ん
ぞ
は
ニ
イ
チ
エ
か
ら
後
の

書
物
で
は
、
あ
の
人
の
書
い
た
も
の
に
一
番
ひ
ど
く
動
さ
れ
た
と
云
つ
て
も

好
い
が
、
あ
れ
が
か
う
云
ふ
議
論
を
し
て
ゐ
ま
す
ね
。
ど
の
男
で
も
幾
分
か

女
の
要
素
を
持
つ
て
ゐ
る
や
う
に
、
ど
の
女
で
も
幾
分
か
男
の
要
素
を
持
つ

て
ゐ
る
。
個
人
は
皆
Ｍ
＋
Ｗ
だ
と
い
ふ
の
さ
。
そ
し
て
女
の
え
ら
い
の
は
Ｍ

の
比
例
数
が
大
き
い
の
だ
さ
う
だ
。」

（
森
鷗
外
「
青
年
」『
ス
バ
ル
』
一
九
一
〇
・
三
～
一
九
一
一
・
八
）

男
女
相
合
し
て
一
家
族
を
成
す
の
目
的
は
、
単
に
子
孫
を
遺
す
と
い
ふ
よ
り

も
、
一
層
深
遠
な
る
精
神
的
（
道
徳
的
）
目
的
を
も
つ
て
居
る
。
プ
ラ
ト
ー

の
「
シ
ン
ポ
ジ
ユ
ー
ム
」
の
中
に
、
元
は
男
女
が
一
体
で
あ
つ
た
の
が
、
神

に
由
つ
て
分
割
さ
れ
た
の
で
、
今
に
及
ん
で
男
女
が
相
慕
ふ
の
で
あ
る
と
い

ふ
話
が
あ
る
。
こ
れ
は
余
程
面
白
い
考
で
あ
る
。
人
類
と
い
ふ
典
型
よ
り
見

た
な
ら
ば
、
個
人
的
男
女
は
完
全
な
る
人
で
な
い
、
男
女
を
合
し
た
者
が
完

全
な
る
一
人
で
あ
る
。
オ
ッ
ト
ー
・
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
ゲ
ル
が
人
間
は
肉
体
に
於

て
も
男
性
的
要
素
と
女
性
的
要
素
と
の
結
合
よ
り
成
つ
た
者
で
あ
る
、
両
性

の
相
愛
す
る
の
は
こ
の
二
つ
の
要
素
が
合
し
て
完
全
な
る
人
間
と
な
る
為
で

あ
る
と
い
つ
て
居
る
。（
西
田
幾
多
郎
『
善
の
研
究
』
弘
道
館
、
一
九
一
一
）

ち
ょ
う
ど
こ
の
頃
、
日
本
橋
の
丸
善
洋
書
部
が
火
災
に
見
舞
わ
れ
、
一
万
冊
余

り
を
灰
燼
に
帰
す
事
件
が
発
生
し
て
い
る
（
一
九
一
〇
年
一
二
月
一
〇
日
）。
そ

こ
に
は
、
現
在
で
も
よ
く
目
に
す
る
著
者
達
と
同
じ
よ
う
に
書
棚
に
並
ぶ
そ
の

名
を
見
つ
け
る
こ
と
が
出
来
る
だ
ろ
う
。「
四
壁
の
書
架
は
尽
く
焼
燼
し
て
一
片

紙
の
残
る
も
の
だ
に
無
か
つ
た
。
日
本
の
思
想
界
を
賑
わ
し
た
ト
ル
ス
ト
イ
も

ニ
ー
チ
ェ
も
ワ
イ
ニ
ン
ゲ
ル
も
ス
ト
リ
ン
ド
ベ
ル
グ
も
ハ
ウ
プ
ト
マ
ン
も
ア
ン
ド

レ
ー
フ
も
ア
ナ
ト
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ス
も
皆
跡
も
な
く
猛
火
の
餌
食
と
な
つ
て
了
つ

た
」（
内
田
魯
庵
「
灰
燼
十
万
巻
（
丸
善
炎
上
の
記
）」『
趣
味
』
一
九
一
〇
・
一
）。

「W
eininger

」
と
綴
る
鷗
外
、
あ
る
い
は
「
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
ゲ
ル
」
と
表
記
す
る
西

田
は
お
そ
ら
く
原
書
で
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
ガ
ー
を
読
ん
だ
に
違
い
な
い
が
、
そ
の
名
の

普
及
に
片
山
訳
『
男
女
と
天
才
』
が
一
定
以
上
の
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
は
疑
い

え
な
い
。

赤
木
桁
平
は
『
性
と
性
格
』
の
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
風
の
抜
粋
か
ら
な
る
「
ワ
イ
ニ

ン
ゲ
ル
語
録
」
を
一
九
一
四
年
七
月
『
ア
ラ
ラ
ギ
』
に
掲
載
、
翌
年
同
誌
に
「
オ

ツ
ト
ー
、ワ
イ
ニ
ン
ゲ
ル
と
そ
の
哲
学
」（
三
、四
、七
）
を
三
回
に
わ
た
っ
て
発
表
、

片
山
訳
を
は
じ
め
と
し
て
、「
青
年
」
の
一
節
と
、『
白
樺
』
で
の
紹
介
（
該
当
記

事
な
し
）、あ
と
そ
の
他
一
つ
の
感
想
文
（
不
明
）
を
そ
の
頃
見
か
け
た
と
言
う
が
、



日
本
に
お
け
る
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
ガ
ー
受
容　

―
芥
川
龍
之
介
・
谷
崎
潤
一
郎
作
品
を
中
心
に
―
（
西
野
）

二
七

他
に
も
杉
田
直
樹
「
生
理
学
上
よ
り
見
た
る
オ
ツ
ト
ウ
・
ワ
イ
ニ
ン
ゲ
ル
」（
第

二
次
『
新
思
潮
』
一
九
一
〇
・
一
〇
）
が
書
か
れ
た
と
い
う
の
は
先
述
の
と
お
り

で
あ
る
。

さ
ら
に
は
、
彼
を
讃
え
る
詩
ま
で
現
わ
れ
た
。

あ
あ
わ
が
き
よ
き
オ
ツ
ト
ワ
イ
ニ
ン
ゲ
ル
よ
、

を
さ
な
き
わ
が
念
頭
に
ふ
か
く
き
ざ
み
こ
ま
れ
て
、

終
生
け
し
が
た
き
記
念
と
な
れ
る
君
よ
、

（
…
）

あ
あ
か
の
無
意
識
の
う
ち
に
限
り
な
く
繁
殖
す
る
も
の
よ
、

彼
等
は
そ
の
断
片
に
於
て
汚
る
る
ご
と
く
見
ゆ
、

さ
れ
ど
わ
が
き
よ
き
オ
ツ
ト
ワ
イ
ニ
ン
ゲ
ル
よ
、

彼
等
は
や
が
て
新
し
き
生
命
と
よ
ろ
こ
び
に
生
き
か
へ
り
、

盛
ん
な
る
意
識
の
火
に
燃
ゆ
る
を
見
よ
。

生
殖
の
打
勝
つ
べ
か
ら
ざ
る
羞
悪
の
念
、

童
貞
と
独
身
の
洩
ら
す
べ
か
ら
ざ
る
驕
慢
の
心
、

わ
れ
は
そ
の
い
づ
れ
を
慕
ふ
べ
き
か
を
み
づ
か
ら
知
れ
り
、

さ
れ
ど
か
の
生
命
に
反
抗
す
る
も
の
の
寂
寥
と
、

生
命
を
信
じ
て
そ
れ
を
愛
す
る
も
の
の
よ
ろ
こ
び
を
思
ふ
時
、

わ
れ
は
い
ま
そ
の
い
づ
れ
の
道
を
選
ぶ
べ
き
か
に
迷
ふ
。

（
…
）

（
佐
藤
清
「
オ
ッ
ト
・
ワ
イ
ニ
ン
ゲ
ル
に
與
ふ
る
」『
六
合
雑
誌
』
一
九
一
四
・
三
）

ま
た
、
前
出
の
赤
木
「
オ
ツ
ト
ー
、
ワ
イ
ニ
ン
ゲ
ル
と
そ
の
哲
学
」
に
よ
れ
ば
、

文
壇
・
論
壇
外
で
も
「
こ
の
頃
で
は
彼
の
名
も
変
態
心
理
学
の
講
義
な
ど
に
か
の

有
名
な
ニ
イ
チ
エ
や
、「
購
出
の
哲
学
」D

ie P
hilosophie der E

rlösung

と
い

ふ
変
な
書
物
を
書
い
て
自
殺
し
た
マ
イ
ン
レ
ン
デ
ルM

ainländer

（
こ
の
人
は
ワ

イ
ニ
ン
ゲ
ル
と
一
緒
に
研
究
す
る
と
興
味
の
多
い
人
で
あ
る
）
な
ど
ゝ
い
ふ
連
中

と
一
緒
に
必
ず
引
合
に
出
さ
れ
る
ほ
ど
有
名
に
な
つ
て
来
た
」
と
言
い
、
小
規
模

な
が
ら
〈
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
ガ
ー
現
象
〉
と
で
も
呼
べ
る
よ
う
な
流
行
の
様
相
を
呈
し

て
い
た
よ
う
だ
。

こ
の
他
、
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
、
例
え
ば
、
徳
田
秋
声
の
よ
う
な
自
然
主

義
の
作
家
が
「
ワ
イ
ニ
ン
ゲ
ル
と
云
ふ
哲
学
者
の
書
い
た
も
の
」
と
し
て
、「
人

間
に
は
完
全
な
女
性
も
な
く
、
完
全
な
男
性
も
鮮
な
い
。
男
性
に
も
女
性
の
分
子

が
あ
り
、
女
性
に
も
男
性
の
分
子
が
あ
る
」
と
紹
介
を
し
、「
女
性
描
写
が
男
性

作
家
に
も
で
き
、
男
性
描
写
が
女
性
に
も
で
き
る
の
は
、
性
の
混
交
が
あ
る
か
ら

だ
と
い
ふ
や
う
な
気
も
す
る
」（「
男
と
女
」『
女
性
日
本
人
』
一
九
二
一
・
一
・
一
）

と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
後
に
も
秋
声
は
「
本
質
的
に
は
完
全
な
男
性
が
な
い
と

同
じ
に
完
全
な
女
性
も
幾
ん
ど
有
り
え
な
い
。
少
し
づ
ゝ
交
錯
し
混
交
し
て
ゐ
る

と
言
っ
て
い
ゝ
、
こ
れ
は
ワ
イ
ニ
ン
ゲ
ル
を
待
た
な
く
と
も
、
我
々
日
常
の
体
験

か
ら
来
る
常
識
」（「
こ
の
頃
の
事
（
一
）」『
時
事
新
報
』
一
九
二
八
・
三
・
二
六
）

と
繰
り
返
し
名
を
挙
げ
た
。

ま
た
、
白
樺
派
の
作
家
た
ち
、
例
え
ば
、
有
島
武
郎
が
「
ワ
イ
ニ
ン
ゲ
ル
の
い

ひ
出
し
た
婦
人
の
二
種
の
典
型
、
即
ち
家
婦
型
と
娼
婦
型
」（「
石
に
ひ
し
が
れ
た



二
八

日
本
に
お
け
る
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
ガ
ー
受
容　

―
芥
川
龍
之
介
・
谷
崎
潤
一
郎
作
品
を
中
心
に
―
（
西
野
）

雑
草
」『
太
陽
』
一
九
一
八
・
四
）
と
、
さ
ら
に
里
見
敦
が
「
男
と
云
ふ
も
の
に

は
、
量
の
多
少
こ
そ
あ
れ
、
必
ず
幾
分
の
女
が
加
味
さ
れ
て
ゐ
る
し
、
女
に
は
ま

た
、
必
ず
幾
分
の
男
が
含
ま
れ
て
ゐ
る
。
さ
う
し
て
そ
の
分
量
の
具
合
で
、
い
ろ

〳
〵
の
性
質
が
分
か
れ
て
来
る
。
―
―
と
云
ふ
風
に
説
い
た
オ
ツ
ト
ー
・
ワ
イ
ニ

ン
ゲ
ル
」（「
文
藝
管
見
」『
改
造
』
一
九
二
二
・
一
～
一
〇
）
と
、
あ
る
い
は
、
武

者
小
路
実
篤
が
「
ワ
イ
ニ
ン
ゲ
ル
が
書
い
て
ゐ
た
」（「
母
と
子
」『
朝
日
新
聞
』

一
九
二
九
・
二
・
二
二
～
八
・
九
）
と
そ
れ
ぞ
れ
が
そ
の
名
を
書
き
留
め
て
い
る
。

先
述
の
よ
う
に
、
同
書
は
片
山
訳
が
「
性
哲
学
不
朽
の
名
著
出
づ
！
！
」（『
朝

日
新
聞
』
一
九
二
五
・
六
・
一
三
）
と
銘
打
た
れ
て
『
男
女
と
性
格
』（
人
文
会
、『
男

女
と
天
才
』
と
同
内
容
）
と
し
て
再
刊
、
さ
ら
に
同
年
、「
両
性
問
題
の
研
究
に

対
す
る
革
命
的
な
世
界
的
名
著
！
！
！
」（『
朝
日
』
同
・
九
・
三
〇
）
と
喧
伝
さ

れ
た
村
上
啓
夫
訳
『
性
と
性
格
』（
ア
ル
ス
、
後
に
「
世
界
第
思
想
全
集
」（
春
秋

社
、
一
九
三
四
）
収
録
）
が
刊
行
さ
れ
る
に
到
り
、
遂
に
全
訳
が
な
っ
た
。
そ
の

状
況
も
手
伝
っ
て
か
、
中
原
中
也
が
日
記
に
「
ワ
イ
ニ
ン
ゲ
ル
「
性
と
性
格
」
読

了
」（
一
九
三
六
・
一
・
二
五
）
と
記
し
、中
島
敦
が
「
狼
疾
記
」（
一
九
四
二
・
一
一
）

に
「
ワ
イ
ニ
ン
ゲ
ル
に
よ
れ
ば
、
女
は
、
一
生
の
間
に
自
分
に
向
か
つ
て
言
わ
れ

た
賛
辞
を
こ
と
ご
と
く
覚
え
て
ゐ
る
も
の
だ
そ
う
だ
」
と
書
く
な
ど
、
そ
の
名
を

散
見
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
そ
れ
ぞ
れ
の
流
行
現
象
が
あ
っ
た
。
明
治
期
の
ス
ペ
ン

サ
ー
や
ニ
ー
チ
ェ
、
大
正
期
の
ト
ル
ス
ト
イ
や
カ
ン
ト
、
昭
和
前
期
の
ド
ス
ト
エ

フ
ス
キ
ー
や
シ
ェ
ス
ト
フ
。
そ
こ
ま
で
の
規
模
と
は
言
わ
な
い
ま
で
も
、
以
上
の

よ
う
に
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
ガ
ー
の
著
作
は
読
み
継
が
れ
、
そ
の
名
と
思
想
は
散
種
さ
れ

て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

三
、
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
ガ
ー
の
二
つ
の
読
み
方

一
九
二
一
年
の
暮
れ
、
ベ
ル
グ
ソ
ン
の
紹
介
者
と
し
て
知
ら
れ
た
批
評
家
、
野

村
隈
畔
が
情
死
し
た
。
こ
の
死
を
巡
っ
て
『
読
売
新
聞
』
紙
上
に
お
い
て
、
西
宮

藤
朝
と
一
読
者
と
の
あ
い
だ
で
小
さ
な
論
争
が
起
こ
る
。
論
点
は
、
西
宮
「
或
る

思
想
家
の
自
殺
」（
一
二
・
七
、八
、九
）
が
述
べ
た
思
想
と
実
生
活
の
非
関
連
性
に

つ
い
て
で
あ
る
。「
哀

生
」
と
名
乗
る
読
者
は
反
論
す
る
。

思
想
家
が
其
思
想
に
依
つ
て
自
殺
を
す
る
こ
と
が
な
い
と
い
ふ
御
説
は
少
し

独
断
で
は
あ
り
ま
す
ま
い
か
。
オ
ツ
ト
・
ワ
イ
ニ
ン
ゲ
ル
は
自
分
の
哲
学
系

統
の
矛
盾
に
依
つ
て
自
殺
し
た
と
な
つ
て
を
り
ま
す
。
オ
ツ
ト
・
ワ
イ
ニ
ン

ゲ
ル
の
自
殺
に
つ
い
て
は
別
に
他
の
説
で
も
あ
り
ま
せ
う
か
。

（「
西
宮
氏
に
伺
ひ
ま
す
」『
読
売
新
聞
』
一
九
二
一
・
一
二
・
一
三
）

「
哀

氏
に
」（
同
・
五
）、「
思
想
家
の
自
殺
＝
再
び
西
宮
氏
に
＝
」（
同
・

一
五
）と
応
酬
が
続
く
も
論
争
は
さ
さ
や
か
で
、す
ぐ
に
立
ち
消
え
と
な
っ
た
。〈
思

想
〉
と
は
死
に
至
る
病
の
謂
い
な
の
か
、
こ
こ
で
決
着
は
付
か
な
か
っ
た
が
、
確

か
に
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
ガ
ー
の
そ
れ
に
は
致
命
的
な
何
か
が
あ
る
。

そ
の
思
想
に
憑
か
れ
た
数
あ
る
者
の
な
か
で
、
最
も
悲
劇
的
な
結
末
を
迎
え
た

の
は
、阿
部
次
郎
批
判
で
華
々
し
く
論
壇
に
出
な
が
ら
も
夭
逝
し
た
、片
上
伸
（
天



日
本
に
お
け
る
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
ガ
ー
受
容　

―
芥
川
龍
之
介
・
谷
崎
潤
一
郎
作
品
を
中
心
に
―
（
西
野
）

二
九

弦
）
の
末
弟
、
竹
内
仁
（
一
八
九
八
～
一
九
二
二
）
の
場
合
で
あ
ろ
う
。

竹
内
は
「
二
二
歳
の
ワ
イ
ニ
ン
ゲ
ル
に
よ
つ
て
書
か
れ
た
こ
の
書
を
偶
然
に

も
同
じ
く
二
二
歳
の
時
に
読
ん
で
強
い
感
動
を
受
け
た
」
と
い
う
（「
二
元
論
哲

学
の
殉
教
者
―
オ
ツ
ト
オ
・
ワ
イ
ニ
ン
ゲ
ル
の
た
め
に
―
」『
竹
内
仁
遺
稿
』
イ

デ
ア
書
院
、
一
九
二
八
、
以
下
同
）。
彼
の
日
記
や
書
簡
で
は
繰
り
返
し
そ
の
思

想
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
曰
く
「
女
性
観
に
於
て
は
自
分
は
殆
ど
全

くW
eininger

に
従
ふ
様
に
な
つ
て
ゐ
る
」（
一
九
二
一
・
八
・
二
五
）、
ま
た
は
、

「W
eininger

の
言
説
に
多
く
の
誇
張
と
妄
断
と
の
弊
有
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る

に
し
て
も
、
そ
の
中
に
ま
た
尊
い
真
理
の
閃
光
を
見
出
す
こ
と
は
困
難
で
な
い
」

（
九
・
一
二
）、
さ
ら
に
、「
倉
田
氏
や
ト
ル
ス
ト
イ
の
そ
れ
よ
り
は
ま
だ
〳
〵
ワ
イ

ニ
ン
ゲ
ル
の
そ
れ
の
方
に
哲
学
的
倫
理
学
的
の
深
さ
と
、
美
学
的
の
悲
壮
美
と
が

比
較
に
も
な
ら
ぬ
程
に
た
た
へ
ら
れ
て
あ
る
」（
有
澤
廣
巳
宛
、
九
・
二
九
）、
あ

る
い
は
、「W

eininger

の
思
想
は
、
全
体
と
し
て
、
よ
し
誤
謬
で
あ
つ
た
に
し

て
も
、
そ
れ
は
人
類
の
思
索
力
の
到
達
し
た
る
最
も
深
き
美
し
き
誤
謬
で
あ
る
。

（
…
）W

eininger

のG
eschlecht und C

harakter

（
…
）
全
て
の
人
が
こ
の
書

の
生
命
と
な
れ
る
問
題
を
少
な
く
と
も
一
度
は
、
自
ら
の
問
題
と
す
べ
き
で
あ
り
、

そ
れ
が
た
め
に
は
こ
の
書
の
思
想
を
理
解
す
る
こ
と
が
極
め
て
多
く
の
暗
示
と
視

点
と
を
與
へ
る
も
の
で
あ
る
」（
一
一
・
三
〇
）
等
々
、
そ
の
傾
倒
ぶ
り
に
は
尋
常

な
ら
ざ
る
も
の
が
あ
っ
た
。

だ
が
、
二
四
才
の
誕
生
日
を
目
前
に
し
て
「「
ゲ
シ
ュ
レ
ヒ
ト
・
ウ
ン
ト
・
カ

ラ
ク
テ
ル
」
を
ワ
イ
ニ
ン
ゲ
ル
が
書
い
た
の
は
二
三
（
西
洋
風
の
数
へ
方
で
）
の

時
だ
さ
う
で
す
が
、
何
だ
か
こ
ち
ら
も
少
し
や
ら
な
く
て
は
な
ら
ぬ
様
な
気
も
し

ま
す
」（
青
柳
秀
夫
宛
、
一
九
二
〇
・
一
二
・
二
七
）
と
し
た
た
め
た
青
年
が
結
果

的
に
成
し
遂
げ
た
事
と
い
え
ば
、
許
嫁
の
両
親
を
殺
害
し
た
後
に
自
ら
も
縊
れ
て

果
て
る
と
い
う
「
あ
わ
れ
な
死
」（
中
野
重
治
が
「
む
ら
ぎ
も
」
で
竹
内
と
お
ぼ

し
き
若
者
の
死
に
用
い
た
語
）
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
竹
内
が
そ
の
批
判
に
よ
っ
て
世
に
出
る
こ
と
と
な
っ
た
阿
部
次
郎

に
、次
の
よ
う
な
文
章
が
あ
る
。
こ
れ
は
、前
出
の
赤
木
桁
平
の
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
ガ
ー

論
と
並
ん
で
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

男
を
女
に
生
れ
替
ら
し
て
見
た
り
、
女
を
男
に
替
ら
し
て
見
た
り
し
て
、
個

性
の
動
き
方
が
男
女
に
よ
つ
て
ど
ん
な
に
違
ひ
、
ど
ん
な
に
一
致
す
る
か
を

見
る
の
は
興
味
の
あ
るE

xperim
ent

で
あ
ら
う
。
俺
を
女
に
し
た
り
、
×

×
を
男
に
し
た
り
し
た
ら
ど
ん
な
も
の
が
出
来
る
か
し
ら
。

（「
思
想
と
生
活
の
断
片
（
去
年
の
日
記
か
ら
）」『
ア
ラ
ラ
ギ
』
一
九
一
五
・
四
）

芥
川
の
死
と
同
様
、
人
格
主
義
を
巡
っ
て
「
大
正
期
と
昭
和
期
と
の
実
質
上

の
転
換
」（
小
田
切
秀
雄
「
解
説
」『
現
代
文
藝
評
論
集
（
一
）』
筑
摩
書
房
、

一
九
五
八
）
を
演
じ
た
竹
内
と
阿
部
の
二
人
。
そ
れ
ぞ
れ
の
性
に
対
す
る
認
識
に

は
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
ガ
ー
の
異
な
る
二
つ
の
読
解
の
方
向
性
が
示
さ
れ
て
い
る
。

ど
う
い
う
こ
と
か
。

ヴ
ァ
イ
ニ
ン
ガ
ー
の
思
想
に
は
矛
盾
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
純
粋
な
〈
男
（
Ｍ
）

／
女
（
Ｗ
）〉
を
対
立
さ
せ
て
性
的
差
異
を
乗
り
越
え
不
可
能
と
す
る
〈
性
差
の

絶
対
化
（
固
定
化
）〉
と
、
男
女
の
違
い
は
〈
Ｍ
＋
Ｗ
〉
の
比
率
に
よ
る
グ
ラ
デ
ー



三
〇

日
本
に
お
け
る
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
ガ
ー
受
容　

―
芥
川
龍
之
介
・
谷
崎
潤
一
郎
作
品
を
中
心
に
―
（
西
野
）

シ
ョ
ン
に
過
ぎ
な
い
と
す
る
〈
性
差
の
相
対
化
（
多
様
化
）〉
と
い
う
二
つ
の
方

向
性
で
あ
る
。
そ
の
ど
ち
ら
を
強
調
す
る
か
に
よ
っ
て
、
論
者
の
立
場
は
決
定
さ

れ
て
く
る
の
だ
。

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、〈
性
差
の
絶
対
化
〉
は
、
恣
意
的
な
属
性
を
本
質
化
し

て
自
明
視
す
る
女
性
嫌
悪
と
し
て
現
わ
れ
る
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、「
所
謂
「
新
し

い
女
」
よ
り
も
「
古
い
女
」
が
好
き
」
だ
と
い
う
佐
藤
春
夫
が
、
平
塚
雷
鳥
の

態
度
を
い
か
に
も
「
女
性
的
」
だ
と
し
て
批
判
、「
こ
ゝ
の
「
女
性
的
」
と
い
ふ

の
は
オ
ッ
ト
ウ
・
ワ
イ
ニ
ン
ゲ
ル
に
依
る
」
と
い
う
場
合
（「W

O
M

A
N

, A
L

L
-

T
O

O
-W

O
M

A
N

 

平
塚
明
子
論
」『
中
央
公
論
』
一
九
一
四
・
七
）
が
そ
う
で
あ
る
。

あ
る
い
は
、
与
謝
野
晶
子
が
「
ワ
イ
ニ
ン
ゲ
ル
が
「
女
は
我
子
に
対
し
て
は
母
で

あ
る
が
、
他
人
の
子
に
対
し
て
は
全
く
継
母
で
あ
る
」
と
い
う
意
味
の
事
を
い
っ

て
い
る
通
り
」
と
そ
の
思
想
を
肯
い
、
同
時
に
、「
サ
ン
ポ
ワ
ン
婦
人
」（『
我
等
』

掲
載
高
村
光
太
郎
訳
「
未
来
派
婦
人
の
婦
人
論
」（
一
九
一
四
・
三
）
と
「
未
来
派

婦
人
の
楽
欲
論
」（
同
・
三
）
が
あ
る
）
の
「
婦
人
自
ら
内
に
あ
る
女
性
を
絶
滅

せ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
い
う
意
見
を
「
自
分
の
最
大
欠
点
を
暴
露
し
て
そ
れ
を
絶
滅

し
よ
う
と
す
る
誠
意
と
勇
気
」
だ
と
積
極
的
に
評
価
す
る
場
合
（「
婦
人
改
造
と

高
等
教
育
」『
毎
日
新
聞
』
一
九
一
六
・
一
・
一
）
な
ど
が
そ
れ
に
あ
た
る
。

そ
の
よ
う
な
な
か
、和
辻
哲
郎
「
童
貞
聖
母
」（『
女
性
改
造
』
一
九
二
四
・
一
）
は
、

ひ
と
つ
の
典
型
を
な
し
て
い
る
。
そ
の
「
付
記
」
に
よ
れ
ば
、
同
論
は
一
九
二
三

年
八
月
三
一
日
、
す
な
わ
ち
関
東
大
震
災
の
前
日
に
脱
稿
、
焼
失
し
た
か
に
思
わ

れ
た
が
奇
跡
的
に
火
災
を
免
れ
た
の
だ
と
い
う
。
事
後
に
再
読
し
た
自
ら
の
感
想

を
和
辻
は
「
付
記
」
に
綴
っ
て
い
る
。「
地
震
後
数
日
の
間
、
死
の
脅
威
に
よ
つ

て
生
活
が
緊
張
し
て
ゐ
た
時
、
我
々
が
女
性
に
於
て
認
め
た
も
の
は
母
性
と
処
女

性
と
の
昂
揚
で
あ
つ
た
。
肉
欲
の
原
理
と
し
て
の
女
性
は
一
時
そ
の
姿
を
か
く
し

た
。
わ
た
く
し
は
こ
の
印
象
か
ら
、
最
後
の
数
行
を
も
つ
と
詳
細
に
書
く
べ
き
で

あ
つ
た
と
思
ふ
の
で
あ
る
」。

そ
の
「
最
後
の
数
行
」
が
、
こ
れ
だ
。

童
貞
聖
母
は
女
と
い
ふ
概
念
か
ら
処
女
性
と
母
性
と
を
抽
出
し
て
作
つ
た
女

の
一
類
型
な
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
女
以
上
の
も
の
で
あ
る
。
人
類
を
永
遠

に
引
き
行
く
と
こ
ろ
の
イ
デ
ー
の
象
徴
で
あ
る
。
フ
ア
ウ
ス
ト
の
結
句
に
云

ふ
と
こ
ろ
の
、
我
々
を
引
き
行
く
「
永
遠
に
女
性
な
る
も
の
」
と
は
ま
さ
に

こ
れ
で
あ
ら
う
。（
…
）
こ
の
象
徴
の
た
め
に
用
ゐ
ら
れ
た
も
の
が
、
女
の

諸
性
質
の
う
ち
の
母
性
と
処
女
性
と
で
あ
る
こ
と
は
、
女
が
何
に
於
て
価
値

を
持
つ
か
を
最
も
雄
弁
に
語
つ
た
も
の
と
見
ら
れ
よ
う
。
女
性
の
前
に
掲
げ

ら
る
べ
き
理
想
は
、
こ
の
価
値
の
う
ち
に
求
め
ら
る
べ
き
で
あ
る
。
中
世
人

の
見
た
ヴ
ィ
ナ
ス
を
理
想
と
す
る
如
き
女
た
ち
に
対
し
て
は
、
奇
才
オ
ツ

ト
ー
・
ワ
イ
ニ
ン
ゲ
ル
の
言
葉
を
呈
す
る
の
が
至
当
で
あ
ら
う
。「
肉
交
に

於
て
女
の
最
も
深
い
堕
落
が
あ
る
、
愛
に
於
て
女
の
最
高
な
る
昂
揚
が
あ
る
。

女
が
肉
交
を
欲
求
し
て
愛
を
欲
求
し
な
い
こ
と
は
、
女
が
堕
落
を
欲
し
て
高

め
ら
れ
る
を
欲
し
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
婦
人
解
放
の
最
後
の
敵
は
婦
人

で
あ
る
。」

日
常
的
秩
序
が
機
能
を
停
止
し
た
非
常
時
に
現
れ
る
の
が
、〈
母
性
〉
や
〈
処



日
本
に
お
け
る
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
ガ
ー
受
容　

―
芥
川
龍
之
介
・
谷
崎
潤
一
郎
作
品
を
中
心
に
―
（
西
野
）

三
一

女
性
〉
と
い
っ
た
仮
構
さ
れ
た
〈
本
来
性
〉
の
発
露
に
凭
れ
か
か
る
と
い
う
、
最

悪
の
本
質
主
義
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
非
常
事
態
と
は
自
然
災
害
に
限
ら
ず
、
人

為
的
に
も
た
ら
さ
れ
る
混
乱
（
革
命
、
反
乱
、
ク
ー
デ
タ
ー
、
テ
ロ
リ
ズ
ム
）
や

戦
争
と
い
っ
た
、
あ
ら
ゆ
る
〈
例
外
状
態
〉
を
指
す
だ
ろ
う
。

満
州
事
変
か
ら
国
連
脱
退
、
戦
争
へ
と
ひ
た
走
る
情
勢
の
な
か
、
倉
田
百
三

は
「
女
性
の
諸
問
題
」（
一
九
三
四
、
初
出
未
祥
）
に
お
い
て
、「
日
本
は
今
そ

の
内
外
の
地
位
に
一
大
飛
躍
を
要
求
さ
れ
て
ゐ
る
と
き
で
あ
り
、
国
の
建
て
な

お
し
を
す
る
画
期
的
時
代
を
産
む
陣
痛
状
態
に
あ
」
り
、
女
性
は
「「
時
代
を
産

む
母
」
と
し
て
の
任
務
を
自
覚
し
て
立
ち
上
ら
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
主
張
、
か
つ

て
自
身
が
提
示
し
た
序
列
（「
女
性
美
の
種
々
の
段
階
に
就
い
て
」『
女
性
改
造
』

一
九
二
三
・
七
）
を
引
い
て
、
女
性
美
の
型
を
最
低
位
の
「
継
母
」
か
ら
「
鬼
女
」

「
淫
女
」「
淑
女
」「
貴
婦
人
」「
童
女
」「
天
女
」、
最
高
の
「
聖
母
」
へ
と
倫
理
的

な
階
梯
と
し
て
価
値
付
け
る
。
そ
し
て
、
ま
た
し
て
も
そ
こ
で
、
あ
の
名
が
呼
び

出
さ
れ
る
の
だ
。「
ワ
イ
ニ
ン
ゲ
ル
が
い
ふ
や
う
に
、
女
性
は
ど
う
し
て
も
母
型

か
春
婦
型
か
に
わ
か
れ
る
」
以
上
、
女
性
は
是
非
「
聖
母
に
ま
で
高
ま
り
、
浄
ま

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」。

こ
れ
ら
〈
性
差
の
絶
対
化
〉
に
対
し
て
、萩
原
朔
太
郎
に
よ
る
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
ガ
ー

の
参
照
の
仕
方
は
、
そ
の
女
性
観
全
体
の
当
否
は
と
も
か
く
、〈
性
差
の
相
対
化
〉

の
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。

ワ
イ
ニ
ン
ゲ
ル
の
説
く
如
く
、
男
女
の
科
学
的
な
性
的
区
別
は
、
決
し
て
そ

の
単
な
る
見
か
け
や
、
生
殖
器
の
外
部
的
形
態
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
実
際

問
題
と
し
て
の
男
女
の
区
別
は
、
も
つ
と
遥
か
に
複
雑
で
あ
り
、
性
格
の
内

部
に
於
け
る
傾
向
や
気
質
や
の
、
微
妙
な
内
奥
的
実
質
に
存
す
る
の
で
あ
る
。

（
…
）
例
へ
ば
今
我
々
は
、
単
に
或
る
表
象
を
有
す
る
と
い
ふ
理
由
を
以
て
、

生
ま
れ
て
す
ぐ
「
男
」
と
し
て
認
定
さ
れ
た
。
そ
し
て
男
と
し
て
名
前
づ
け

ら
れ
、
男
と
し
て
教
育
さ
れ
、
男
と
し
て
は
兵
役
の
義
務
を
強
制
さ
れ
た
。

（『
虚
妄
の
正
義
』
第
一
書
房
、
一
九
二
九
）

同
様
に
「
或
る
人
間
が
、
性
格
的
に
充
分
の
男
性
で
あ
り
、
殆
ど
女
ら
し
き
性

情
を
持
た
な
い
に
も
か
か
は
ら
ず
、
単
に
そ
の
肉
体
の
一
局
部
が
、
女
の
外
観
的

な
特
色
を
有
す
る
と
い
ふ
理
由
で
、
生
れ
た
時
か
ら
女
と
し
て
養
育
さ
れ
、
あ
ら

ゆ
る
女
ら
し
さ
の
し
つ
け
、
女
ら
し
さ
の
た
し
な
み
、
女
ら
し
さ
の
行
為
情
操
を

強
制
さ
れ
、
し
か
も
社
会
が
否
応
な
く
、
圧
制
的
に
強
制
さ
せ
る
も
の
と
す
れ
ば
、

こ
れ
が
不
自
然
で
あ
り
、
残
酷
で
あ
り
、
言
語
道
断
で
あ
る
の
は
勿
論
だ
ら
う
」。

だ
か
ら
、「
す
べ
て
の「
新
し
い
女
」が
叫
ぶ
と
こ
ろ
は
、誤
つ
た
女
性
の
概
念
か
ら
、

我
々
を
解
放
せ
よ
と
言
ふ
の
で
あ
る
」。

通
常
、
性
的
差
異
の
決
定
は
、
生
物
学
的
性
差
（
セ
ッ
ク
ス
）
を
根
拠
と
し
て
、

社
会
的
性
差
（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
）
が
正
当
化
さ
れ
、
そ
れ
ら
を
も
と
に
自
動
的
に
決

定
さ
れ
た
性
的
欲
望
（
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
）
の
対
象
選
択
が
異
性
愛
と
し
て
強

制
さ
れ
る
と
い
う
形
を
と
る
。
だ
が
、
性
器
の
よ
う
な
生
物
学
的
な
指
標
す
ら
自

明
で
は
な
い
以
上
、
正
し
い
性
差
の
概
念
は
何
を
基
準
に
適
用
す
れ
ば
良
い
の
か
。

そ
こ
で
、朔
太
郎
は
〈
新
し
い
女
〉
が
「
我
々
女
性
は
」
と
言
う
と
こ
ろ
を
、「
否
。

我
々
は
女
性
で
な
い
」
と
応
じ
る
よ
う
に
呼
び
か
け
る
の
だ
。



三
二

日
本
に
お
け
る
ヴ
ァ
イ
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ン
ガ
ー
受
容　

―
芥
川
龍
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介
・
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崎
潤
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（
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さ
ら
に
、〈
性
差
の
相
対
化
〉
の
方
向
を
示
す
例
と
し
て
、
大
岡
昇
平
が
幼
少

期
を
回
想
す
る
際
、
そ
の
思
想
を
参
照
す
る
仕
方
を
見
て
み
よ
う
。

血
管
は
細
く
、
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
で
、
風
邪
を
引
き
易
い
。
血
液
型
は
Ｂ
型
、

顔
貌
が
女
性
的
で
な
い
だ
け
で
、
い
ろ
い
ろ
の
点
で
ワ
イ
ニ
ン
ゲ
ル
の
Ｗ
が

ま
さ
っ
て
い
る
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。
従
っ
て
知
恵
の
目
覚
め
た
六
歳
の
頃

「
女
に
な
り
た
い
」
と
い
う
こ
と
が
独
立
し
た
願
望
と
し
て
あ
り
、
そ
れ
が

父
の
折
檻
を
機
会
に
発
現
の
機
会
を
捉
え
た
と
す
る
方
が
自
然
で
あ
る
。

（「
幼
年
」『
別
冊
潮
』『
日
本
の
将
来
』
一
九
七
一
・
一
～
七
二
・
七
）

男
の
な
か
に
は
女
が
存
在
し
、女
の
な
か
に
は
男
が
存
在
す
る
。
す
な
わ
ち
、〈
Ｍ

＋
Ｗ
〉
で
あ
る
な
ら
、
全
て
の
男
女
は
そ
の
比
率
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
グ
ラ
デ
ー

シ
ョ
ン
の
ど
こ
か
に
位
置
す
る
の
み
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
両
者
を
明
確
に
分
か

つ
基
準
な
ど
、
な
い
。
だ
と
す
れ
ば
、
男
性
も
女
性
も
現
に
あ
る
者
と
は
異
な
る

よ
う
な
何
か
他
の
者
と
な
る
可
能
性
を
等
し
く
有
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

現
在
で
も
、
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
ガ
ー
の
読
み
方
は
、
以
上
の
よ
う
な
〈
性
差
の
絶
対

化
／
相
対
化
〉
と
い
う
二
極
に
分
か
れ
て
い
る
。

戦
略
的
に
〈
性
差
の
絶
対
化
〉
を
選
ぶ
ス
ラ
ヴ
ォ
イ
・
ジ
ジ
ェ
ク
は
、
女
性
は

存
在
論
的
に
は
〈
無
〉
だ
と
い
う
主
張
を
ラ
カ
ン
の
テ
ー
ゼ
「
女
は
存
在
し
な
い
」

の
先
取
り
だ
と
す
る
（『
快
楽
の
転
移
』）。
そ
し
て
、女
性
は
〈
母
婦
型
／
娼
婦
型
〉

と
い
う
単
に
性
的
な
存
在
で
あ
り
、
男
性
だ
け
が
脱
性
化
さ
れ
た
倫
理
を
構
築
で

き
る
と
す
る
「
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
ガ
ー
が
信
奉
す
る
反
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
的
な
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
の
機
構
」
は
、「
逆
説
的
な
、し
か
し
必
然
的
な
結
果
」
に
至
る
と
い
う
。「
つ

ま
り
、〈
フ
ァ
ル
ス
〉
に
完
全
に
服
従
し
て
い
る
の
は
男
で
あ
り
（〈
例
外
〉
を
設

け
る
こ
と
は
、〈
フ
ァ
ル
ス
〉
の
普
遍
的
な
支
配
を
維
持
す
る
た
め
の
手
段
で
あ

る
か
ら
）、
女
は
、
筋
の
通
ら
な
い
欲
望
に
よ
っ
て
、「〈
フ
ァ
ル
ス
〉
を
超
え
た
」

領
域
に
到
達
す
る
」。
女
は
単
に
〈
無
〉
な
の
で
は
な
い
。〈
フ
ァ
ル
ス
（
＝
「
で

あ
る
／
存
在
」）〉
を
拒
否
す
る
別
の
何
か
な
の
だ
。

逆
に
〈
相
対
化
〉
を
示
す
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ヌ
・
ビ
ュ
シ
＝
グ
リ
ュ
ッ
ク
ス
マ
ン

は
、
原
文
中
の
「R

hizom

」
の
語
か
ら
「
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
ガ
ー
の
い
う
女
性
的
な
も

の
の
本
質
は
リ
ゾ
ー
ム
」
だ
と
主
張
し
て
ド
ゥ
ル
ー
ズ
＝
ガ
タ
リ
の
思
想
へ
と
接

続
す
る
（『
バ
ロ
ッ
ク
的
理
性
と
女
性
原
理
』
杉
本
紀
子
訳
）。
確
か
に
、
男
女
は

両
性
の
性
質
を
併
せ
持
つ
と
す
る
前
者
の
〈
Ｍ
＋
Ｗ
〉
は
、
後
者
に
よ
る
次
の
一

節
に
等
し
い
。「
女
性
の
中
に
は
男
性
と
同
じ
ほ
ど
に
多
く
の
男
た
ち
が
存
在
し
、

男
性
の
中
に
も
同
様
に
女
性
と
同
じ
ほ
ど
に
多
く
の
女
た
ち
が
存
在
す
る
こ
と
に

な
り
、
こ
れ
ら
の
多
く
の
男
た
ち
が
こ
れ
ら
の
多
く
の
女
た
ち
と
、
ま
た
こ
れ
ら

の
多
く
の
女
た
ち
が
こ
れ
ら
の
多
く
の
男
た
ち
と
、
相
互
に
入
り
乱
れ
結
び
つ
い

て
、
種
々
に
欲
望
生
産
の
関
係
に
入
る
と
い
っ
た
こ
と
が
実
現
す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
ら
の
欲
望
生
産
の
関
係
は
、
ま
さ
に
男
女
両
性
の
統
計
学
的
秩
序
を
動
転
さ

せ
る
も
の
で
あ
る
」（『
ア
ン
チ
・
オ
イ
デ
ィ
プ
ス
』
宇
野
邦
一
訳
）。
同
じ
く
「
男

性
的
男
子
と
女
性
的
女
子
と
の
間
に
は
女
性
的
男
子
、
同
種
性
欲
の
男
子
、
半
陰

半
陽
、同
種
性
欲
の
女
子
、変
性
男
子
（
男
婦
）
等
無
限
の
等
差
あ
り
」（
片
山
訳
）

と
す
る
発
想
は
、
性
差
を
個
体
の
数
だ
け
増
殖
さ
せ
る
〈
ｎ
個
の
性
〉
に
同
様
で
、

そ
こ
か
ら
〈
女
に
成
る
こ
と
（
生
成
変
化
）〉
が
導
か
れ
る
だ
ろ
う
。「
性
愛
は
あ
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三
三

ま
り
に
も
多
様
な
生
成
変
化
を
結
び
つ
け
る
。
そ
れ
は
い
わ
ば
ｎ
個
の
性
で
あ
り
、

（
…
）
性
愛
は
、
男
性
を
と
ら
え
る
女
性
へ
の
生
成
変
化
と
、
人
間
一
般
を
と
ら

え
る
動
物
へ
の
生
成
変
化
を
経
由
す
る
」（『
千
の
プ
ラ
ト
ー
』
宇
野
邦
一
訳
）。

芥
川
は
、『
婦
人
公
論
』（
一
九
二
三
・
四
）の
ア
ン
ケ
ー
ト「
私
が
女
に
生
れ
た
ら
」

で
、
有
島
武
郎
、
正
宗
白
鳥
、
前
田
河
廣
一
郎
、
永
井
荷
風
、
猿
之
助
ら
と
並
ん

で
、
答
え
て
言
う
（
同
様
の
質
問
は
「
若
し
女
に
生
ま
れ
た
ら
」（『
婦
人
文
芸
』

一
九
一
五
・
七
、八
、
回
答
者
は
吉
井
勇
・
長
田
幹
彦
・
泉
鏡
花
・
岡
本
綺
堂
ら
）

が
あ
る
）。「
若
し
女
に
生
ま
れ
た
ら
」、「
出
来
る
だ
け
温
良
貞
淑
を
装
ひ
（
…
）

経
済
的
独
立
な
ど
は
少
し
も
得
た
い
と
は
思
ひ
ま
せ
ん
」。
さ
ら
に
、
芥
川
は
ヴ
ァ

イ
ニ
ン
ガ
ー
の
語
彙
を
用
い
て
「
娼
婦
型
の
女
人
は
啻
に
交
合
を
恐
れ
ざ
る
の
み

な
ら
ず
、
又
実
に
恬
然
と
し
て
個
人
的
威
厳
を
顧
み
ざ
る
天
才
を
具
へ
」
る
（「
娼

婦
美
と
冒
険
」
一
九
二
四
・
一
一
、
初
出
未
祥
）
と
し
て
い
る
。
あ
く
ま
で
性
役

割
を
固
定
化
す
る
芥
川
は
、
篠
崎
美
生
子
が
指
摘
す
る
よ
う
に
（「
ジ
ェ
ン
ダ
ー

―
「
芥
川
」
と
「
芥
川
研
究
」
を
問
い
直
す
鍵
」
前
出
）、
炎
に
焼
か
れ
て
死
に

行
く
異
性
装
の
女
か
ら
自
身
を
語
る
言
葉
を
奪
っ
て
沈
黙
の
な
か
へ
と
打
ち
捨
て

（「
奉
教
人
の
死
」『
三
田
文
学
』
一
九
一
八
・
九
）、
自
身
を
罵
倒
す
る
女
性
読
者

の
将
来
を
「
豚
の
や
う
に
子
供
を
産
み
つ
づ
け
」
る
よ
う
な
、
生
殖
に
の
み
拘
う

存
在
へ
と
囲
い
込
む
の
で
あ
っ
た
（「
文
放
故
」『
婦
人
公
論
』
一
九
二
四
・
五
）。

谷
崎
も
芥
川
同
様
、「
蓼
喰
ふ
蟲
」（『
東
京
日
日
』『
大
阪
毎
日
』

一
九
二
八
・
一
二
〜
二
九
・
六
）な
ど
で〈
母
婦
型
／
娼
婦
型
〉に
分
類
す
る
よ
う
に
、

ヴ
ァ
イ
ニ
ン
ガ
ー
の
女
性
観
を
共
有
し
て
い
る
が
、「
吉
野
葛
」
や
「
夢
の
浮
橋
」

と
い
っ
た
〈
母
恋
〉
の
系
譜
に
連
な
る
作
品
で
は
、
そ
れ
も
変
調
を
き
た
す
。

母
は
実
は
、
大
和
か
ら
す
ぐ
彼
の
父
に
嫁
い
だ
の
で
な
く
、
幼
少
の
頃
大
阪

の
色
町
へ
売
ら
れ
、
そ
こ
か
ら
一
旦
然
る
べ
き
人
の
養
女
に
な
つ
て
輿
入
れ

を
し
た
ら
し
い
。　
　
　
　

 

（「
吉
野
葛
」『
中
央
公
論
』
一
九
三
一
・
一
、二
）

そ
の
後
母
は
一
二
歳
の
時
に
祇
園
の
某
家
に
養
女
と
し
て
身
を
売
ら
れ
、

一
三
歳
か
ら
一
六
歳
ま
で
舞
妓
を
し
て
ゐ
た
。
当
時
の
芸
名
、
芸
者
屋
の
名

等
も
調
べ
れ
ば
分
る
で
あ
ら
う
が
、
乳
母
は
知
ら
な
い
。

（「
夢
の
浮
橋
」『
中
央
公
論
』
一
九
五
九
・
一
〇
）

　
そ
こ
で
は
、
母
親
は
花
街
に
い
た
過
去
を
持
つ
と
さ
れ
、〈
母
婦
／
娼
婦
〉
の

分
割
線
も
曖
昧
に
な
っ
て
ゆ
く
の
だ
。
さ
ら
に
、
そ
の
名
に
直
接
触
れ
る
際
に
は
、

男
女
間
の
差
異
も
定
か
で
は
な
く
な
る
。
谷
崎
は
、〈
性
差
の
相
対
化
〉
を
通
し
て
、

女
性
蔑
視
の
思
想
を
肯
定
性
へ
と
転
調
す
る
の
で
あ
る
。

ワ
イ
ニ
ン
ゲ
ル
の
説
く
が
如
く
、
世
の
中
に
完
全
な
る
男
子
や
完
全
な
る
女

子
が
存
在
し
て
居
な
い
と
す
れ
ば
、
従
つ
て
世
間
の
男
女
の
間
に
絶
対
的
差

別
が
な
い
と
す
れ
ば
、
此
の
理
屈
を
或
る
一
個
人
の
心
理
作
用
に
も
応
用
す

る
こ
と
は
出
来
る
で
あ
ら
う
。
幸
吉
は
ど
う
か
す
る
と
、
自
分
が
全
然
女
の

や
う
な
感
情
に
支
配
さ
れ
る
時
が
あ
る
事
を
発
見
し
た
。
其
時
の
彼
は
実
際

女
に
な
つ
て
了
つ
て
居
る
の
だ
。

（「
捨
て
ら
れ
る
迄
」『
中
央
公
論
』、
一
九
一
四
・
一
）
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他
な
る
者
を
忌
避
す
る
芥
川
と
、
喜
ん
で
受
け
入
れ
る
の
み
な
ら
ず
極
端
な
場

合
に
は
そ
れ
に
な
っ
て
し
ま
う
谷
崎
は
、
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
ガ
ー
受
容
の
二
つ
の
典
型

を
な
し
て
い
る
。
し
か
し
、
徹
底
的
に
純
粋
性
を
追
及
し
て
、
男
の
な
か
の
女
、

自
己
の
中
の
他
者
を
完
全
に
抹
消
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
自
己
も
ま
た
消
滅
し
て
し

ま
う
だ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
、〈
性
差
の
絶
対
化
〉
の
方
向
性
を
推
し
進
め
た
先
に
は
、

そ
の
よ
う
な
悲
劇
的
な
結
果
が
待
っ
て
い
る
に
違
い
な
い
。
終
局
に
は
竹
内
仁
が

戦
慄
し
た
と
い
う
「
苟
く
も
精
神
的
個
人
的
生
命
の
永
生
を
信
ず
る
以
上
、
肉
体

的
種
族
的
生
命
の
滅
亡
も
何
か
あ
ら
む
」（
前
出
「
二
元
論
哲
学
の
殉
教
者
」）
と

い
う
苛
烈
な
結
論
が
あ
る
か
ら
だ
。〈
性
差
の
相
対
化
〉
は
、
そ
の
袋
小
路
か
ら

の
逃
走
線
を
引
く
。

「
私
は
故
人
の
晩
年
に
芸
術
上
の
問
題
に
就
い
て
故
人
と
不
幸
見
解
を
異
に
し
、

お
互
ひ
に
雑
誌
の
上
で
論
争
め
い
た
こ
と
を
や
つ
た
。
が
、
今
に
し
て
思
へ
ば
故

人
は
死
を
以
て
自
己
の
立
場
を
固
守
し
た
訳
で
あ
る
」（「
芥
川
全
集
刊
行
に
際
し

て
」『
芥
川
龍
之
介
全
集
内
容
見
本
』
岩
波
書
店
、
一
九
二
七
・
九
）。
こ
れ
は
、

小
説
の
筋
を
巡
る
芥
川
と
の
論
争
を
回
顧
し
た
谷
崎
の
言
葉
だ
が
、
両
者
の
資
質
・

命
運
は
す
で
に
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
ガ
ー
の
思
想
の
受
容
と
展
開
に
潜
在
し
て
い
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

四
、
お
わ
り
に
―
―
書
棚
の
中
の
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
ガ
ー

芥
川
の
死
後
、
赤
木
桁
平
は
「
河
童
」
で
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
ガ
ー
の
名
が
挙
が
っ
た

こ
と
を
「
君
と
似
て
ゐ
る
の
は
自
殺
し
た
と
い
ふ
だ
け
の
こ
と
で
、
彼
の
遺
作
た

る
「
性
と
性
格
」
や
、「
最
後
の
事
物
に
就
て
」
な
ど
は
、
決
し
て
、
決
し
て
、

懐
疑
家
の
軟
弱
な
繰
言
な
ど
か
ら
生
れ
た
も
の
で
は
な
い
」
と
非
難
し
た
。「
ワ

イ
ニ
ン
ゲ
ル
な
ど
を
連
れ
て
来
な
い
ま
で
も
、
君
の
豊
富
な
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
を
探

す
と
、
欣
ん
で
君
の
手
を
握
る
も
の
は
、
そ
の
辺
に
い
く
ら
で
も
ウ
ヨ
〳
〵
し
て

ゐ
よ
う
で
は
な
い
か
」（
池
崎
忠
孝
名
義
『
亡
友
芥
川
龍
之
介
へ
の
告
別
』
天
人
社
、

一
九
三
〇
）。
だ
が
反
対
に
、
現
在
で
は
わ
ざ
わ
ざ
そ
れ
を
書
架
か
ら
選
び
出
し

て
手
を
の
ば
す
者
の
方
が
む
し
ろ
少
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
実
際
、『
性

と
性
格
』
の
最
も
新
し
い
訳
者
で
あ
る
竹
内
章
は
「
今
日
で
は
ほ
と
ん
ど
話
題
に

さ
れ
ず
、
図
書
館
の
中
で
眠
っ
て
い
る
の
み
で
あ
る
」
と
漏
ら
す
（「
あ
と
が
き
」

村
松
書
館
、
一
九
八
〇
）。
そ
れ
で
も
、
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
ガ
ー
の
著
作
は
、
日
露
戦

後
の
焼
失
し
た
丸
善
の
書
棚
を
は
じ
め
、
作
家
た
ち
の
蔵

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
書
を
転
々
と
し
な
が
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
揺
り
起
こ
さ
れ
る
の
を
待
っ
て
い
る
。

時
は
下
っ
て
、〈
一
九
六
八
年
〉
前
後
、新
宿
は
不
穏
な
空
気
を
た
た
え
て
い
た
。

大
島
渚
監
督
『
新
宿
泥
棒
日
記
』（
Ａ
Ｔ
Ｇ
、
一
九
六
九
）
は
、
唐
十
郎
主
催
「
状

況
劇
場
」
の
紅
テ
ン
ト
が
建
ち
（
演
目
は
「
由
比
正
雪
」
だ
）、
駅
前
交
番
が
投

石
を
受
け
る
な
ど
、当
時
の
様
子
を
と
ら
え
て
い
る
が
、こ
こ
に
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
ガ
ー

が
書
棚
に
あ
る
風
景
が
留
め
ら
れ
て
い
る
。
閉
店
後
の
無
人
の
紀
伊
国
屋
書
店
内
、

横
山
リ
エ
が
マ
ル
キ
・
ド
・
サ
ド
、
ヘ
ン
リ
ー
・
ミ
ラ
ー
や
吉
本
隆
明
な
ど
、
時

代
を
象
徴
す
る
よ
う
な
書
物
を
次
々
と
書
棚
か
ら
抜
き
出
し
て
は
、
床
に
積
み
上

げ
て
ゆ
く
。
横
尾
忠
則
が
そ
の
う
ち
の
一
冊
を
取
り
上
げ
、
読
み
上
げ
る
。「
真

の
男
性
は
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
れ
以
上
の
何
物
か
で
あ
る
が
、

真
の
女
性
は
、
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
以
外
の
何
物
で
も
な
い
、
オ
ッ
ト
オ
・
ワ
イ
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三
五

ニ
ン
ゲ
ル
（
…
）」。
一
瞬
ち
ら
り
と
画
面
に
表
紙
が
映
る
こ
の
書
物
は
ヴ
ァ
イ
ニ

ン
ガ
ー
自
身
の
そ
れ
で
は
な
く
、
実
は
澁
澤
龍
彦
『
エ
ロ
ス
の
解
剖
』（
桃
源
社
、

一
九
六
五
）
の
一
節
だ
。
そ
の
澁
澤
は
竹
内
訳
『
性
と
性
格
』
出
版
の
際
に
書
評

を
よ
せ
て
（「
独
断
と
偏
見
」『
文
芸
』
一
九
八
〇
・
一
〇
）、「
一
時
は
大
い
に
流

行
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
今
日
で
は
ほ
ぼ
完
全
に
忘
れ
去
ら
れ
、
独
断
と
偏
見
に

み
ち
た
著
者
は
時
代
お
く
れ
の
思
想
家
と
見
な
さ
れ
て
い
る
」
と
、
訳
者
同
様
、

や
は
り
そ
の
不
遇
を
嘆
い
て
み
せ
た
。

し
か
し
、
さ
ら
に
数
年
後
、
ニ
ュ
ー
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
と
呼
ば
れ
る
知
的
潮
流
の

中
心
に
い
た
二
六
才
の
若
者
が
取
材
に
応
じ
た
際
に
撮
影
さ
れ
た
彼
の
書
棚
に

は
、
オ
ス
カ
ー
・
ワ
イ
ル
ド
に
つ
い
て
の
書
物
や
モ
ー
リ
ス
・
ベ
ジ
ャ
ー
ル
の
自

伝
と
並
ん
で
、
そ
の
竹
内
訳
『
性
と
性
格
』
が
確
か
に
収
ま
っ
て
い
る
（「
若
者

た
ち
の
神
々
」『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
一
九
八
四
・
四
・
一
三
、「
膨
大
な
量
の
本
を

読
む
が
蔵
書
家
で
は
な
い
」
と
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
の
付
さ
れ
た
一
枚
よ
り
）。
書
物

と
の
関
わ
り
と
は
「
ど
の
本
が
自
分
に
シ
グ
ナ
ル
を
発
し
て
い
る
か
を
パ
ッ
と
見

分
け
て
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
」
と
語
る
そ
の
若
者
こ
そ
、
当
時
思
想
書
と
し

て
は
異
例
の
数
を
売
り
上
げ
た
『
構
造
と
力
』（
一
九
八
三
）
の
著
者
、
ド
ゥ
ル
ー

ズ
＝
ガ
タ
リ
の
思
想
を
〈
パ
ラ
ノ
／
ス
キ
ゾ
〉
と
明
快
に
変
奏
し
て
み
せ
た
浅
田

彰
そ
の
人
で
あ
っ
た
。

実
は
、
先
に
〈
性
差
の
相
対
化
〉
の
典
型
と
し
て
示
し
た
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ヌ
・

ビ
ュ
シ
＝
グ
リ
ュ
ッ
ク
ス
マ
ン
の
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
ガ
ー
論
が
最
初
に
翻
訳
・
紹
介

さ
れ
た
の
も
、
浅
田
ら
の
編
集
す
る
雑
誌
『
Ｇ
Ｓ
・
た
の
し
い
知
識
』
第
二
号

（
一
九
八
五
・
一
一
）
の
特
集
「P

O
L

Y
S

E
X

U
A

L

―
複
数
の
性
」
所
収
の
「
ウ
ィ
ー

ン
に
お
け
る
他
者
性
の
形
象 

女
性
性
と
ユ
ダ
ヤ
性
」
に
よ
る
（
訳
者
立
川
健
二

も
竹
内
訳
『
性
と
性
格
』
を
参
照
し
て
い
る
）。
ま
た
、
そ
の
特
集
内
に
は
、
当

時
未
邦
訳
で
あ
っ
た
ド
ゥ
ル
ー
ズ
＝
ガ
タ
リ
の
著
作
の
一
部
が
浅
田
自
身
に
よ
っ

て
訳
出
さ
れ
て
も
い
る
。
そ
の
一
節
。「
男
と
は
単
に
、
男
の
部
分
が
統
計
的
に

優
勢
な
者
で
あ
り
、
女
と
は
単
に
、
女
の
部
分
が
統
計
的
に
優
勢
な
者
で
あ
る
」

（「
ト
ラ
ン
ス
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
『
ア
ン
チ
・
エ
デ
ィ
プ
ス
』
か
ら
の
三
つ
の
断
片
」

浅
田
＋
市
田
良
彦
訳
）。

重
要
な
の
は
、
一
定
の
性
で
あ
る
こ
と
で
は
な
く
、
多
数
多
様
な
性
―
ケ
ー

ジ
が
キ
ノ
コ
に
つ
い
て
語
り
ド
ゥ
ル
ー
ズ
＝
ガ
タ
リ
が
一
般
化
し
て
い
る
よ

う
なn sexes

―
に
な
る
こ
と
だ
。
男
に
な
り
、
女
に
な
り
、
子
供
に
な
り
、

さ
ら
に
は
、
動
物
に
、
植
物
に
、
鉱
物
に
な
る
。
こ
う
し
た
多
様
多
数
な
生

成
変
化
の
線
が
、
だ
れ
の
う
ち
に
も
ひ
そ
ん
で
い
る
。
性
に
お
い
て
そ
の
す

べ
て
を
一
挙
に
肯
定
し
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
方
向
に
走
ら
せ
る
こ
と
。
そ
れ

に
よ
っ
て
性
に
軽
さ
と
速
度
を
与
え
、
既
成
の
類
型
や
役
割
か
ら
逃
走
さ
せ

る
こ
と
。
こ
れ
が
ト
ラ
ン
ス
・
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
戦
略
だ
。

（「
ゲ
イ
・
サ
イ
エ
ン
ス
」『
現
代
思
想
』
一
九
八
二
・
一
一
）

こ
れ
ら
、
浅
田
の
言
説
が
、
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
ガ
ー
受
容
に
お
け
る
〈
性
差
の
相
対

化
〉
の
方
向
性
と
共
鳴
し
て
い
る
の
は
見
や
す
い
だ
ろ
う
。

そ
し
て
現
在
。
二
〇
一
一
年
三
月
一
一
日
、
東
北
地
方
を
中
心
に
巨
大
な
地
震

が
発
生
し
、
連
動
し
た
津
波
が
多
く
の
人
命
を
奪
っ
た
。
そ
れ
に
続
い
て
起
こ
っ



三
六

日
本
に
お
け
る
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
ガ
ー
受
容　

―
芥
川
龍
之
介
・
谷
崎
潤
一
郎
作
品
を
中
心
に
―
（
西
野
）

た
原
発
事
故
は
い
つ
収
束
す
る
と
も
知
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
浅

田
彰
は
、
か
つ
て
と
同
様
の
発
言
を
繰
り
返
し
て
い
る
。

彼
（
ウ
ル
リ
ッ
ヒ
・
ベ
ッ
ク
を
指
す
―
引
用
者
）
が
強
調
し
た
の
は
、
リ
ス

ク
社
会
に
お
い
て
、
資
産
と
所
得
の
再
分
配
を
巡
る
階
級
闘
争
に
対
し
、
リ

ス
ク
の
分
配
が
問
題
に
な
っ
て
く
る
、
そ
の
場
合
、
原
発
事
故
と
も
な
る
と

影
響
が
社
会
全
体
に
広
が
る
の
で
、
資
本
家
／
労
働
者
と
い
っ
た
区
別
を
超

え
、
全
員
が
リ
ス
ク
を
確
率
的
に
分
有
す
る
ほ
か
な
く
な
る
、
と
い
う
こ
と

で
す
（
ち
な
み
に
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
問
題
も
こ
の
観
点
か
ら
見
直
す

こ
と
が
出
来
る
か
も
し
れ
な
い
。
例
え
ば
性
的
志
向
に
関
し
て
も
、
自
分
は

完
全
に
ス
ト
レ
ー
ト
で
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
に
属
す
る
と
思
っ
て
い
る
人
が
実
は

自
分
の
な
か
に
レ
ズ
ビ
ア
ン
や
ゲ
イ
の
欲
望
を
確
率
的
に
分
有
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
も
あ
る
わ
け
で
す
か
ら
）。

（
浅
田
彰
・
磯
崎
新
・
い
と
う
せ
い
こ
う
・
大
澤
真
幸
・
岡
崎
乾
二
郎
・
柄

谷
行
人
・
丸
川
哲
史
・
山
口
二
郎
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

震
災
・
原
発
と

新
た
な
社
会
運
動
」『
ａ
ｔ
プ
ラ
ス
』
二
〇
一
一
・
九
）

性
差
を
は
じ
め
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
差
異
を
絶
対
化
・
極
大
化
す
る
ヴ
ァ
イ
ニ

ン
ガ
ー
の
世
界
把
握
、
す
な
わ
ち
、
内
な
る
他
者
性
を
排
除
し
て
〈
友
／
敵
〉
の

分
割
線
を
強
調
し
た
う
え
で
、
最
終
戦
争
に
よ
る
互
い
の
殲
滅
を
目
指
す
と
い
う

終
末
的
世
界
観
は
、
冷
戦
構
造
に
規
定
さ
れ
た
〈
核
時
代
の
想
像
力
〉
と
親
和
的

で
あ
る
。
し
か
し
、
終
わ
り
の
な
い
日
常
性
の
な
か
に
拡
散
し
た
リ
ス
ク
に
つ
い

て
は
、
も
は
や
確
率
論
的
に
し
か
語
る
こ
と
が
出
来
な
い
以
上
、
そ
れ
を
巡
る
言

説
は
今
後
、
情
動
の
組
織
化
の
、
そ
し
て
生
権
力
に
よ
る
統
治
の
焦
点
と
な
る
だ

ろ
う
。
か
つ
て
の
非
常
時
に
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
ガ
ー
の
名
と
と
も
に
最
悪
の
本
質
主
義

が
語
ら
れ
た
こ
と
を
思
い
起
こ
せ
ば
、
現
在
の
非
常
事
態
に
発
せ
ら
れ
た
浅
田
の

言
葉
か
ら
、
同
じ
書
物
か
ら
引
き
出
せ
る
全
く
逆
の
可
能
性
の
、
遠
い
微
か
な
反

響
を
聴
き
取
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

一
冊
の
書
物
が
別
の
書
物
と
取
り
結
ぶ
関
係
は
、
分
類
記
号
に
沿
っ
て
配
架
さ

れ
る
よ
う
に
は
、
必
ず
し
も
自
明
で
は
な
い
。
あ
る
時
は
、
思
想
内
容
に
お
い
て

共
鳴
す
る
よ
う
に
、
と
き
に
は
引
用
さ
れ
も
し
て
、
ま
た
は
、
う
ず
た
か
く
積
み

上
げ
ら
れ
て
そ
の
影
に
身
を
潜
め
る
こ
と
の
で
き
る
バ
リ
ケ
ー
ド
の
よ
う
に
、
あ

る
い
は
、
焼
尽
の
後
に
一
塊
の
灰
と
な
っ
て
他
の
書
物
と
混
じ
り
合
う
よ
う
に
し

て
。
本
稿
は
、
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
ガ
ー
と
芥
川
龍
之
介
、
そ
し
て
谷
崎
潤
一
郎
の
遺
し

た
書
物
の
関
係
性
を
僅
か
ば
か
り
で
も
示
し
得
た
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
ぞ
れ
を
我
々

の
書
架
の
ど
こ
に
こ
れ
か
ら
収
め
る
べ
き
な
の
か
。
そ
れ
は
、
い
ま
だ
に
定
か
で

は
な
い
。

付
記�　

本
稿
は
「
国
際
芥
川
龍
之
介
学
会
」（
二
〇
一
一
・
一
〇
・
八
〜
一
〇
、
於

北
京
日
本
学
研
究
セ
ン
タ
ー
）
で
の
口
頭
発
表
を
基
に
し
て
い
る
。
貴
重
な

意
見
を
下
さ
っ
た
方
々
に
深
謝
し
た
い
。
な
お
、
本
研
究
は
科
学
研
究
費
の

成
果
の
一
部
で
あ
る
。


